
平成３１年３月

　保護者の皆様にはご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は本校教育活動にご理解・ご協力いただき誠にありがとうございます。
１月末にご協力いただきました学校評価の結果をまとめましたので，お知らせします。お忙しい中，アンケートへのご協力ありがとうございました。

※裏面に児童・保護者・教職員の質問項目一覧をつけています。

　　　　　※グラフのポイントは，
　　　　　　実現度「よくできている」「大体できている」を合わせた数値

　学校教育目標『夢に向かって輝く，竹田っ子　～「夢に向かい，つながりの中で
主体的に生きていこうとする子」をめざして～』を具現化するために，昨年度より
学校や家庭で大切にしたいことを児童・保護者・教職員がそれぞれ自らをふりかえ
ることができる項目・内容をたずねる形式で実施しています。

学校教育アンケート全体を通して

学校運営協議会理事会より

自由記述欄から
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③家で必ず宿題や自主勉強をしている

実現度

0%

20%

40%

60%

80%

100%
児童

保護者教職員

⑤まわりの人にすすんであいさつをしている

実現度

昨年度のアンケートから自己評価する形式となり，今回で４回目です。
保護者アンケートの記述から，「子どもへの働きかけを見直すいい機会と
なりました。」という感想や「難しい年齢となり，素直に言えない」「大
人の思いがなかなか伝わらない」といった課題についての記述もいただき
ました。本校で実施している「ほっこり子育て広場」では，前回スクール
カウンセラーも参加し，子どもたちへの関わり方などについて交流しまし
た。今後も子どもたちの理解とともに働きかけについても一緒に考えてい
ければと思います。
前期のアンケートから，保護者アンケートの重要度の大きな変化が引き

続き保護者・児童の実現度に結びついていると思われます。少しでもいい
変化が見られた時には，「ほめ」の言葉をかけていただき，今後も家庭と
学校とが連携し，子どもたちを見守っていければと考えています。

重要度の集計結果から

実現度の集計結果から

【保護者・教職員のみ】
保護者の方は，全項目で９７％から１００％の重要度でした。質問項目③家

庭学習についての質問で，前期で２９年度後期の５８％から大きく重要度が上
がっており，今回は１００％となっています。学習の定着を図るためには家庭
学習が重要です。家庭学習について今後も共に考え，進めていければと思いま
す。教職員は，全項目とも１００％でした。

児童の実現度では，３０年度前期結果とほぼ同様の傾向でしたが，質問項目
⑥「約束やきまり」で３％上がっており，⑦「早寝早起き朝ごはん」で３％下
がっていました。
保護者の実現度では，３０年度前期と比較して質問項目①「授業にしっかり

取り組む」，②「友だちと協力して学習」で上がっており，③「家庭学習」，
④「読書」，⑤「あいさつ」，⑧「外遊び」で下がっていました。
教職員の実現度では，⑧「外遊び」の項目で４５％となっていましたが，そ

の他の項目では概ね８０％以上となっており，３０年度前期との比較では実現
度が上がっていました。
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⑧スポーツや外遊びで体を動かしている

実現度

児童の回答では実現度９１％と回答しています。中間休みや昼休みに運動場で
元気に過ごす声がこの冬の間もよく聞こえています。後期は暗くなる時刻が早い
ため，帰宅後に外遊びはなかなかできにくいかもしれませんが，学校で元気に過
ごせるようにお声かけいただければと思います。また，教職員の回答では４５％
と低くなっています。外遊びについて，子どもたちへの声かけは達成できていま
すが，一緒に体を動かすという点で十分達成できていないところがありました。

京都市立竹田小学校
校長 大西 一幸

（いただきました全てのご意見は教職員全員で共有しております。）
「子育て」「家庭学習の習慣化」「子どもたちの遊び場所」「自主学習の内
容」「図書館の利用」「子どもたちの行動」「安全面」「登下校のマナー」な
ど，ご意見やご指摘を真摯に受け止め，今後の教育活動に活かしていきます。

子どもたちの安全面について，特に下校時のマナーとして，道に広がって
歩いている場面，車等の通行に注意が十分できていないのではと思う場面が
あり，気になっている。見守り活動，声かけをしていきながら，家庭・地
域・学校が共に子どもたちの安全面について取り組んでいきたい。また，引
き続き体験のできる地域行事などでも協力していきたい。

1 98% 100% 87% 76% 92%

2 97% 100% 92% 85% 100%

3 100% 100% 92% 81% 91%

4 98% 100% 81% 49% 91%

5 100% 100% 85% 76% 85%

6 100% 100% 93% 91% 100%

7 99% 100% 89% 77% 100%

8 97% 100% 91% 67% 45%

9 98% 100% 97% 93% 91%

10 100% 100% 95% 92% 91%

11 99% 100% 79% 81% 83%

学校教育アンケート（児童・保護者・教職員）の結果
　※重要度は「重要である」「やや重要である」を合わせた数値，
　　実現度は「よくできている」「大体できている」を合わせた数値
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家で必ず宿題や自主学習をしている

本をよく読んでいる

授業にまじめに取組み，話をしっか
り聞いたり，発表したりしている

友だちと協力して勉強している

教職員
重要度
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④本をよく読んでいる

実現度

図書委員会の取組や本の会，学校司書の働きかけで，本を手にとることや，図書
館の利用は後期も増えてきています。帰宅後については，本を手にする場面が少な
いのかもしれません。学級図書などの貸出しを検討し，自宅へ本を持ち帰ることに
より，家でも読書する機会をもつことができるとともに，お家の方からの声かけが
できやすいようにしていきたいと思います。

前回から，保護者の重要度が１００％に近づき，保護者の働きかけが引き続き
児童の実現度の姿につながっていると思います。また，児童の約４０％が「よく
できている」と回答しています。子どもたちのあいさつする姿が持続し，気持ち
のいい声かけが朝からできるように進めていきたいと思います。

保護者の回答では重要度が１００％となっていました。児童回答の詳細を見る
と，「よくできている」が７４％，「大体できている」が１８％となっており，
「よくできている」「大体」を合わせた数値は前回調査とほぼ同じですが，前回に
引き続き「よくできている」が全体の３／４となっています。保護者回答の重要度
の大きな変化が押し上げていると思われます。後期は漢字検定などの具体的な目標
があったためと思われます。今後も取組内容を保護者の方と共有し，学習内容のさ
らなる定着が図れればと考えています。


